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Up to. the present time, the various theories concerning the function and stru-

cture of articular synovial membranes have been brought on discussions by several 

investigators. 

Following the recent advances in ultra thin section technique, electron micros-

copy was introduced irito the field of cytology as the most excellent method to 

observe the fine structure. In the study of synovial membranes, however, the 

electron microscopy has been employed by but few scholars. 

The materials used for this research were normal human synovial membranes 

collected from 42 joints on the occassion of amputation and with biopsy. The 

materials were sectioned into ultra thin specimen and stained with lead hydroxide 

(Watson). On the other hand, to measure the width of fibrils, the specimens were 

shadow,ed with chromium after removing the methacrylate used for embedding. 

Electron Microscopic Structure 

Some lining cells are adjacent to the neighbouring cells with their cytoplasmic 

processes, but the others are interposed by the fibrilous intercellular substance which 

lies bare on the synovial surface at the portion. Under the lining cells, no baseme-

ntmembranes are found. 

Some of the lining cells are found in degenerative and falling o百 process,and 

their cytoplasmic organelles are atrophic. Both in areolar and adipose type of s：，’n-

ovial membranes (KEY), round cells are observed under the lining cells. In fibrous 

type (KEY), however, there are no round cells. The round cells have both rough 

surfaced endoplasmic reticulum and the Golgi apparatus of developed form. On the 

inner surface of cytoplasmic membrane small vesicles are ranged, and filamentous 

structure closely resembled with basementmembrane is on the outside. Under the 

lining cells, in addition to the round cells, there are also histioc~·tcs and mast cells 
each of which has their specific granules. 

lntercellular substance is consisted of elastic fibers and of collagen fibrils in 
various size. 
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Although the round cells have a profile resembled with the lining cells, they 

are not clearly di百erentiatedfrom fibroblasts in deeper layer. On the other hand, 

the lining cells in fibrous type membranes which have no round cells are resembled 

with the fibroblasts. 
These facts suggest that so-called synovial cells are the fibroblasts with a 

special function and with the forms adapted according to their location. 
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A.類円形細胞

第1章緒 言

目

リ」ウマチ性関節炎をはじめ種々の難治性関節炎の

場である関節滑液膜は整形外科領域に於いて重要な地

位を占めている．従って滑液膜細胞を形態学的並びに

機能的見地より探究してその本態を究明することは緊

要な問題である．この問題は従来多数の学者によって

研究され， Winslowぷ上皮細胞説を発表して以来，内

皮細胞説，軟骨細胞説，結合繊細胞説等の諸説が相次

いで唱えられて来たが，現在では線維細胞が関節機能

に適応する様に特殊な形態をとっているという説が最

も広く容認されている．最近研究方法の進歩に従って

この問題にも再検討が加えられ，津田の位相差顕微鏡

による研究，広畑， Lever& Ford，松浦・尾立等の

電子顕微鏡を用いた研究が発表された．しかしP津田，

広畑等は結合繊説を，松浦・尾立は内皮細胞説を支持

して意見の一致をみない現状である． 又， Le＼’er & 

Fordは世液股被援細胞に’E伝子密度大の頼粒体を認め

て，ムチン頼粒であろうと報告している．著者はムチ

ン産生，線維形成，食喰作用等の特殊な機能をよj• し，

次

B.組織球

c.線維細胞

D. 線維芽細胞

E. M巴酔細胞

F 脂肪細胞

G.血管内皮細胞

H.神経終末，リンパ管

第3項結合繊性線維

A. E塁原線維

B.弾力線維

c.フィラメ ント

第 4章総括並びに考按

第5章結語

未解決の諸問題を多数に包含している滑液膜の本態を

解明する手懸りとして，電子顕微鏡による正常人体の

関節滑液膜の形態学的研究を行ない，これらの諸綴能

を示唆する形態学的特徴に関して考察を行なった．

第2章実験材料並びに方法

検査材料は正常人体の関節滑液膜で3 悪性腫泌等で

四肢切断を行なったものの中でP 病変の及んでいない

関節を選ぴ，光学顕微鏡的に正常と認められたものの

みを用いた．又3 膝関節の材料の一部は児玉式パンチ

を用いて採取した．資料採取に当つては死後変性を避

ける為に局所麻酔を用いずp 全身麻酔p 伝達麻酔を行

ない駆血宇野，血管結殺を行なう前に採取した．関節部

位別の例数は1月関節5例p !l'J関節3例，腕関節2例，

股関節10例， 膝関節 12例， 足関節6例p 椎間関節4

例， 計42関節である．滑被膜下組織に基くKeyの分類

法を参;JSにしてp 脂肪性，疎粗性，線維性の3群に分

けて採取した．材料は半分ど必J二顕微鏡標本の作製に

用い，残りを光学顕微鏡標本の作製に用いた．

第 1節電子顕微鏡樵本
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電子顕微鏡標本の作製に当つては人工的因子を可及

的に避ける為に種々の採取，固定，脱水，包埋法を検

討した．その結果次の方法により最良の結果が得られ

た.!Wち，採取した滑液膜表面の血液，滑液を等張糖

液で丁＊に洗い落し，比較的大きいプロックのまま 2

%オスミウム酸の等張糖液（凶 7.3～7.4のM/50燐酸緩

衝液）中にJO分間固定した後に取り出して， 滑液膜を

l×1×3凹のプロッグに細切し，更に新しい固定液中

に入れて全固定時間を 2時間とした．流水中で5分間

水洗し， 50°ん 90%,90%, 100%, 100%のアルコー

ル系列でそれぞれ30分間づっ脱水し n-ButyImethac-

rylate (70~五 ） ， methylmethacrylate (30%）の合

成樹脂に包湿しP 46°C, 24時間の重合を行なった．

Nippon-Ultramicrotomeを使用し，ガラスナイフで

超薄切片を作製した．メッシュに載せた試料は次の3

群に分けて目立HU-JO型， HS・6型電子顕微鏡を用い

て観察した．

1）超薄切片のまま操作を施さないもの．

2) Watson氏水酸化鉛重染色法を施したもの（グ

リコーゲン頼粒の検出及び電子顕微鏡像のコントラス

トを高めて細線維等を観察する目的）．

3) クロロホルムによる脱包埋後p クローム蒸着を

施したもの（細線維の幅，周期等の測定の目的）．

第2節光学顕微鏡標本

次の2種類の固定包埋法を用いた．

I) ホルマリ ン回定，パラフィン包埋

2）電子顕微鏡標本作製に用いた合成樹脂包埋標本

より厚さみの微細切片を作製し，酢酸アミルを用いて

脱包湿しP局方オキシドールにより脱オスミウムを施

した．

この2方法によって得られた切片標本に対し，ヘマ

トキシリン・エオジン重染色法，ワンギーソン氏染色

法，ワイゲルト氏弾力線維染色法， PAS染色法を施

した．殊に， 2）により得られた標本は電子顕微鏡用

超薄切片の連続切片であり，部位判定に重要な役割を

もつものである．

第3章観察所見

第1節光学顕微鏡的所見

関節運動に適応して各種の関節はそれぞれ特有な関

節褒を有している．従ってp 関節の種郊により，又，

同ーの関節でも部位により滑液膜の肉眼的所見に著し

い差が認められる．しかし，関節の種類による差は殆

んど認められず，同ーの関節に於いても滑被膜下組織

の種類によりそれぞれ異なった構造を示している．

Keyによる滑液膜分類法に従って疎粗性p 脂肪性，線

維性の3群に分けて観察した．電子顕微鏡所見解釈の

参考としてその概要について述べる．

第1項疎祖性j骨液膜

関節運動に際して緊張p 圧迫，摩擦の及はない部位

で，一部では繊毛を認める．被覆細胞は紡錨~乃至長
楕円形でp 中央に紡錘形，或いは楕円形の比較的クロ

マチンの濃く染まった核を有する．被覆細胞の配列に

は疎密があり，繊毛部に於いては草野に並んでいるが，

繊毛基部の轡入部では疎で細胞閲に線維成分が倣入し

て直接関節怪に露出しているのが認められる．被極細

胞の下層には円形乃至腎臓形の比較的クロマチン:itの

少い，細胞質に富んだ類円形の細胞が2～ 3周密集し

て並び，更にその下層では長紡錘形の典型的な線維細

胞が現われて線維層に移行する．この種の滑液膜では

血管網は最もよく発達し，彼覆細胞直下より線維層に

至る聞に多数認められるが，血管内皮細胞が直接関節

墜に露出することはないー PAS染色では被覆細胞の

細胞質は比較的濃く，その下層の細胞では殆んと染ま

らぬ.PAS陽性の瀬粒を含まないー線維層との移行

部の血管周辺部に PAS強陽性の頼粒が細胞質内に充

満した肥幹細胞が散在しているのが認められる．細胞

間基質は一般に淡染しているがp 関節膝に面した部分

並びに繊毛部では波染する．線維層では中等度に染ま

った穆原線維束が認められる．ワ ン ギーソ ン；~色では

線維層は赤染した謬原線維よりなる．ワイゲルト染色

では全層にわたって非常に少なし、がp 黒染した弾力線

維が交錯して走っている．表層部では比較的細〈淡染

するが，血管壁では著明に黒染する．叉，線維層では

腹原線維束の間に太く淡染した弾力線維が表面と平行

にゆるい波形を描いて走っている．

第 2項脂肪性清液膜

これは翼状敏援等の脂肪体の表面を覆っており，疎

粗性滑液膜と類似している．被覆細胞は類円形でその

下層には前者と同様の類円形の細胞質に富む細胞がみ

られる．線維細胞は少なし大型の脂肪細胞が滑膜下

組織の大部分を占める．脂肪細胞は浅在する .~1; 1立では

被覆細胞直下に於いてみられる．血管網も比較的よく

発達している．被獲細胞並びに表層の細胞間質はPAS

染色で濃染する．細胞間線維成分は少ない．その池の

所見は前者とほぼ同様である．

第3項線維性j骨液膜

脱t，靭；~宇等の表面を緩っており，圧ill, q白鳥 1;;g長
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等の機織力の加わる部分である．一般に細胞の配列は

疎で不規則でありp 被覆細胞は長紡錘形で，核も紡錘

形のものが多く p クロマチン質が豊富である．前二者

にみられた類円形の細胞質に富んだ細胞は認められ

ずF 直ちに線維層に移行している．細胞間線維成分は

豊富であるが，血管は殆んど認められない．被覆細胞

の一部はPAS陽性でありp 表層の細胞間質はPAS陽

性，ワンギーソン染色法で紅染する線維が関節腔に露

出している．

電子顕微鏡標本用プロックより脱包埋，脱オスミウ

ムによって得られた標本は切片作製に当り希望の厚さ

が得られ，パラフィン包埋切片と大差のない染色性が

得られた．電子顕微鏡用超薄切片の連続部の光学顕微

鏡標本が得られるのでP 部位判定に非常に役立つもの

である．

第2節電子顕微鏡的所見

滑液膜層の細胞は光学顕微鏡所見においてみられる

より，尚一層著明なる多形性を示すがp 光学顕微鏡所

見におけると同様に，関節の種類による差は認められ

ず，滑液膜下組織の性状による分類が可能である．

（図1,2. 3）以下表層の被覆細胞より下層に向って順次

滑液膜層に認められる細胞，細胞間線維成分及び血管

の特徴について述べる．

第 1項被覆細胞

円形より多角形p 楕円形p 紡錘形，長~}j鍾形に至る

種々の形態を有しP 細胞の配列も上皮及ぴ内皮細胞と

異なり，非常に不規則で著しい疎密がある．又p 関節

腔に面した全表面を被覆しておらずP 細胞間質線維成

分が直接に関節墜に裸出している．大小様々の細胞質

突起を有して隣接細胞と援している部も認められる

が，その結合は疎でDesmosome等はみられず，大部

分において細胞間質線維が介在する．下部組織への移

行も徐々で，基底膜の如き明確な境界を認、めない．一

般に線維性滑液膜では長紡錘形で細胞の配列は疎であ

り，脂肪性，疎粗性滑液膜では類円形で細胞の配列は

密である．此の様に被覆細胞は；jj;［＞＼：により種々 な形態

を呈しているがp 細胞内小器官は下層の細胞と具った

一定の特徴をもっている．

細胞膜は一般に不規則で大小様々の凹凸に富みp 殊

に関節腔に面した部では細い細胞質突起を多数出して

いる部分があるがp microvilli は認めないa しかしP

線維が細胞の表面を覆っている部分では細胞質小突起

は少なく細胞膜は滑かである．コミ，切片標本ではこの

様な細胞膜の轡人のためp 細胞質問j辺，·~1；に種々 の大き

さのP 細胞間質と同様の内容をもった空胞様の像がみ

られるがp 本来の空胞とは限界膜の性状が細胞膜と同

ーであり，内容が細胞間質と同一で，時には線維成分

を含む点で明確に区別出来る．概して線維性滑液膜で

は細胞質小突超は少なし脂肪性p 疎粗性滑液撲では

凹凸に岱み不規則で複雑な細胞膜像を呈する傾向がみ

られる．

核は類円形乃至長楕円形のものが大部分を占めp ほ

ぼ細胞の中央に位置しているが， 1個乃至数個の浅い

陥凹が認められるものもある．核中央部では核質の分

布密度は比較的疎で均等であるが，核周辺部では粗く

凝集しp Peripheral condensationの像を呈す．核模

は他の細胞におけると同様に二重膜構造を示しP外膜

には paladeの頼粒が附着しているのが認められる．

核孔は明確には認められないー核のほぼ中央部にl～

2個の核小体が認められる．多数の車耐包を詳細に観察

したが核分裂は認められなかった．

核の両側に拡がった細胞質は比較的狭心その中に

糸粒体，小胞体p Golgi装置，頼粒，空胞等の細胞内

小器官が認められるが，何れも発達は不良である．

糸粒休は比絞的小さい，長径0.35～0.5μ（平均O必μ），

短径0.2～0.27μ（平治0.25／りの楕円乃至梓状体でp限界

膜の2重構造p cristae mitochondrialesが明確に認

められるものもあるがp 基質の電子密度が高くて膜様

構造が不明瞭なものが多いーこれら糸粒体はGolgi野

周囲及び細胞質辺縁部に多くみられるが数は比較的少

ない．一部の細胞では基質が明洞化しPcristaeが限界

膜の内側にこびりついた様になり，全体として膨化し

たもの，更にはさ包抱状になったものがみられる（図6). 

Golgi装置は細胞質中心部に認められるが発達は一

般に貧弱でF Golgi膜の層状の配列の認められる事は

梯である.Golgi装置に認められる平均500Aの円形中

空の頼粒の外に，細胞質全体に亘って，それと同程度

或いは梢大きし 1.oooA迄の種々の大きさの中空或

いは実質性の円形籾粒が散在している．これは変性像

の強い細胞に多く認められる．

粗面小胞体の発達は極めて不良で，細胞中心部に短

かく扇平な小胞体j：少数認められるのみである（図7).

細胞質の基質内に小胞体と無関係な Paladeの頼粒が

少数認められる．滑面小胞体の発達も不良で細胞質辺

縁部に少数散在する．

この他に頼粒成分として長径0.15～0.7μ （平均0.4

/l ），短径0.12～0.42/L（平均0みl）の極々の大きさの楕

円形でP電子密度の高い内容をもった頼粒が散在する．
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これらの中で大きい頼粒は比較的明瞭な限界膜を有

し，その内部構造の点で糸粒休と明確に区別出来るも

のもあるが，屯子密度の高い基質をもった糸粒体との

鑑別の困難なものもある．後述する組織球のH頼粒に

極めて類似する．この他に多数の頼粒，層状構造物が

集って一つの限界膜で岡まれた長径0.8～1.6μに迷す

る類楕円形の食喰頼粒が細胞質辺縁に認められる事が

ある（関8.9. 10）.この大願粒は少数の細胞に認めら

れるだけである．その他リポイド頼粒を稀に含むこと

がある．糸粒体の空胞化したものをはじめとしてP 限

界膜の明瞭なもの或いは無いもの等種々の大きさの空

胞を多数含んだ細胞が認められる．しかしムチン願粒

と考えられる特殊頼粒，並びに mucousneck cellに

みられる様なムチン滴の脱出によって生じたと考えら

れる空胞は認められなかった．水酸化鉛重染色法によ

りグリコーゲン穎粒は検出出来なかった．

以上述べた如く被覆細胞は不規則な形態を有し，

Golgi装置，小胞体の発達は極めて不良で，糸粒体の

基質の電子密度は高く，種々な空胞と頼粒を包含し，

核質も核周辺部に凝集する等，変性，脱~の像を示す

ものが多い．

第2項被覆細胞の下層の細胞

被覆細胞より線維層に至るまでのP 所謂f骨液膜層の

細胞数と細胞種は光学顕微鏡的所見におけるより尚一

層多様性であるが，滑液膜の種類によりほぼ一定した

特徴を有する．

A.類円形細胞

疎組性（図 1），脂肪性滑液膜（図2）に多数認めら

れる．疎い線維成分を有する滑液膜中に 1～4層をな

して，互いに接することなく散在するところの類円形

乃至楕円形の細胞で，偽足様の細胞質大突起を有する．

細胞質膜は比較的円滑でp l～2個の偽足様の細胞

質大突起を側方殊に関節腔に向って出し，その中で長

いものは関節隆に直接顔を出している（図11）.細胞膜

の外側に接してフィラメントの集合体の基底膜様の構

造が認められることが多い．巾は細胞により叉部位に

より著しい差がみられ，不連続のものもあるがp 広い

割；（立でも 0. 13µ 以内である．この ;J;~底膜隙構造物と細

胞膜との問には狭い間隙が認められる．又後述する細

胞質内小笠胞と細胞膜との連絡によって多数の小円形

陥間像を示す（図13).

該は大部分は円形p 類円形でP 偏丘するものが多く

広い細胞質に｜匂った面には2～3f，聞の緩い陥凹がみら

れる．ー部の細胞では深く陥凹して腎形を呈するもの

も認められる．核質は核中央部では比際的組であるが，

周辺部では凝集像を示す．核膜は2重構造を示すがそ

の外膜に Pala<leの頼粒は附着しておらず，小胞休と

の連続像は認められない.1～2イ聞の核小体を有する．

糸粒（↑；の数は他の細胞質小器官の発達と平行してい

るがp 一般に少なし Golgi野周囲に散在する．大き

さは長径0.4μ，短径0.15／＇程度の精円休で p 基質の電

子密度の高いものが多い．しかし，長径Iμ以上1.5μに

及ぶ緩く轡曲した長棒状の糸粒体も少数認められる．

大部分では限界膜， Cristaemitochondrialesの二重

膜構造を明確に認め得るが（図12,15），極めて稀には

基質の’近子密度が高〈，中に非常に電子密度の高い小

粒子を含みp 限界膜， Cristaemitochondrialesの不

明瞭となったものや3 密度の高い均質性の基質が明瞭

な限界膜て・囲まれた，所謂Microbodiesと言い得るも

のもある．そしてこれらの問には移行が認められる．

Golgi装置が良く発達していることはこの細胞の特

徴の一つで，核陥凹側の細胞質の広い部分を占める

（図15).Golgi膜は明瞭な層状構造を示し3 その両端

では膨大してGolgi嚢を形成する. Golgi頼粒は平崎

400 Aで種々の電子密度の均質性の物質で満たされて
いる．細胞によりかなりの差が認められるがp Golgi 

野内に禰漫i生にp 或いはGolgi膜周辺に比較的多数密

集して存在する．

粗面小胞体の発達はこの細胞の段大の特徴であり，

Golgi野を除く細胞質の大部分を占めている．小胞体

の形態は様々でP 扇平なもの（図14），空胞状に拡大し

たもの，一部がくびれて瓢箪形になったもの，或いは

吻合したもの等がみられる（図15）.中でも属平なもの

が綴膜p 細胞膜に平行に層状に重なり合って縞模様に

見えることが多い（図12）.小胞膜の外側面には 100～

200Aの’屯子密度の高いPaladeの頼粒が密に附着して

いる．小胞膜に密着していない Paladeの頼粒が少数

認められるがp これは小胞膜に対して切線方向に切れ

た場合を考慮に入れると小胞膜と無関係とは言い難

い．小胞腔は均質性で無構造な物質で満たされ電子密

度は様々であるが，ー般に同一細胞では同程度の密度

を有し，周囲の細胞質基質より高い密度を示すことが

多い．中にはかなり密度の高い均質性物質を含むもの

（図14），あるいは護状に広大して小胞陛が微細粒子で

,,:1',jたされたものなどが認められる（図15）.しかしこれ

らの小山休が細胞膜に連絡して内山仰が細胞外に排出

されている像は認められないー滑面小胞体の発達は一

般に£NJてFある．
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細胞質問辺部で細胞膜に接して， ff600～l,ZOOAの

円形ないし楕円形の，一層の限界慌で閉まれた小胞が

1～2列に並んでいるのがみられる（｜苅 13,11 l. この

配刊は不規則でお Ii:~こ接する朽！慌に放でいることも，

1 ！＇・以上も｜踊っている場合もあるが平均すれば l/lの聞

に3～6個みられる．小胞の内容は均質性無構造で，

その電子密度も周聞の)it質よりゴVi~aこ高いもの，或い

は低いものなど様々である．前述したようにこの小胞

が細胞膜と連絡して細胞膜傍入の像を示しp 細胞外に

ある無僧造な物質がこの轡人の中にも認められる．こ

の小胞は大きさ，内容の点で Go！広i頼粒との区別は容

易である．

その他の細胞質内含有物としてP 不規則な外形をも

ち非常に電子密度の高い均等な物質を含んだリポイド

頼粒と（図12），食喰頼粒と考えられる複雑な大頼粒が

認められることがある．（図7.8, 9）.その他H頼粒に

類似した果賊立も稀に認められることがある．これらの

頼粒は極く一部の細胞に認められるのみで，この細胞

に特有なものとは考えられない．

この細胞は疎粗性p 脂肪性滑被膜においては以上述

べたように典型的類円形をとる内線維性滑液膜では

被覆細胞或いは線維細胞と似た紡錘形をとり，綴密な

線維質の中に l～2層をなして横たわっている〔図3).

被覆細胞に比して粗面小胞休， Golgi装置は発達し，

頼粒成分は少なし変性像も殆んど認められず，細胞

内小器官の状態は類円形細胞と同一である．

B 組織球

疎組性，脂肪性滑液膜に少数散在しているが，線維

性滑液膜には認められないところの，類円形細胞より

やや小型の不規則な形の細胞である．

細胞膜は複維で大小多数の突起，陥凹，轡入に富ん

でいるが，類円形細胞のように無構造あるいはフィラ

メント集合体の基底膜様構造をみとめない．小型で比

較的円滑な細胞膜をもったリンパ球様の細胞から（図

16），やや大型で非常に複維で不規則な形の細胞（図

17）に至る様々な形態がみられるが，細胞の内部構造

には一定の特徴が認められる．

核は楕円形で細胞の中央に｛立円し， 2～3仰の緩い

｜治i'.'I又は深い切れ込みをもつものが多い．核質は一般

に疎粗で，通常1個の綾小休を有しており特徴がない．

糸粒休は精円形乃奄短将状で刺l胞質中央；＇； Hに多く認

められる．大きさは長ff0.35～l.01べ、fl均0.5/ll，知任
0.2～0.35μ （平均0.2811）で，比陵的可子密度の高いJ;l;

質を有し，限界膜， Cristaemitochondrialesは明隙

に認、められ，膨化p 明白化， NH1閃rの変'i'U象は子台んど
認められない．

Golp;i決円の搭iliは1!iiJ£の妨i円形細胞に比べると著

しく不良で， I史tk主，7ぴに予~I止十\'o'!Yilが干T:lんどなく，平hSi 
400Aの中Z匡父は惰皮の高い物f雪を合んだGo！邑司i

集合休として認められる．その他Golgi野以外の全細

胞質内にGolgi野におけると阿賀でp 同大父は少し大

きいO.l/ll弔ー度の頼粒あるいは小胞成分ぷ凋慢性に散在

するが，この両者の区別はつけ知い.*llt百l小胞休の発

達が悪いのはこの細胞の特徴の一つで，短扇平なもの

が核周辺部に痕跡程度認められるのみでP 類円形細胞

と著しく対照的である．

細胞質辺縁に径0.3～0.5/l程度の褒状の密度の低い

基質をもった空胞が集合性にあるいはfJt{E性に並んで

いるのがみられ，一部は細胞膜と交通しているのが認

められる．これは大きさ，限界膜， ）；~質の点で類円形

細胞辺縁にみられた小胞と明らかに区別出来る．

特殊頼粒として長径0.4～0.6／＜（平均0.5/l），短径0.2～

0.5/L （平均0.35/l）の通常明瞭な限界膜に凶まれP 密度

の高い基質を含んだ頼粒がGolgi野周囲より細胞質辺

縁部にかけて多数存花する（図18）.法質の密度は同一

細胞においても一様でなく，又同一頼粒内でも密度の

差が認められるが，概して大きい頼粒程密度は低い傾

向がある．又，限界嘆の内一面に沿って非常に密度の高

い小粒子が並んでいるもの，矧粒全体にこの小粒子が

充満して限界摸が明瞭に認められないもの，あるいは

空胞を生じたもの等，様々なものが認められる．糸粒

体とは容易に区別が出来るが，この頼粒の小さいもの

は前述した小胞成分と鑑別困難な場合がある．この頼

粒は梶川のいうH頼粒で， i骨液膜のf也の細胞にも稀に

認められることがあるが，組織球に最も多く，特徴的

である．ス，一部の細I~包は複雑で大型の食喰頼粒を合

む．

c 線維細胞
線維層中又は滑液膜層と線維層の移行部でl謬原線維

束の聞に多数認められる非常に細長い細胞である（図

19）＿その細胞内小f.ii宵の発迷状態や制lliJ;品質の広さは

個々の細胞によって苫しいれが認められる．

成熟iw線維車Ill胞は深！留のJ)!J／~（線維米＇－ilにイj.{J: し，長

紡錘形乃至紐状の細長い胞休をもった，細胞嘆の比較

的円滑な細胞である．断11'iiの）Ji1'i］により色々な形を示

している．中央.＇；j；が｛貨ltli された場 ~'i'tt，狭い細胞質が
円形の主主を l!Jl.~liんだ像をp ゐ縦断された場合はp 核

の11l<lilltlに長い細胞質が紐状に連なった像を呈する．
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妓は楕円形乃至長紡雌j診で， 2ι3伽！の浅いW1i111を

も E，細長い巴休の中火に f)＇［~·＇i：する
糸車立体は.!!l1i；~少し 1:11.ff.0.2/1. 限度の楕円乃を将状｛＋；

であるがp 中にはl田311に及ぶ長いものもある．

aoigi装何は将Iに痕跡程度認められるのみである．

粗面小胞体の発育も樹めて不良でp 扇平で短管状のも

のが大部分であるが＇－；＇； jlが褒状に拡大したものP あ

るいは吻合したものも少数ある．その他細胞質内又は

小胞降内に密度の向い物質が分布したものも認められ

る．辺縁部にPaladeの頼粒の附通していない褒状の

蜜胞，小胞が極めて少数みられ，これらの一部は細胞

膜と連絡している．

又，細胞質の辺縁部において，殊に紐状に延びた細

胞質の中に種々の大きさの円形ないし楕円形の大空胞

が認められることがある（凶20,21）.大きいものは長

径2μに達し，限界膜は非常に密度の高い，不規則な厚

い膜色細胞膜とは著しく趣を異にする．内容はさき虚

で細胞間基質より密度が低＜＇恰も内容が溶出した残

骸のように見える．その他稀ーではあるが金平糖状のリ

ポイド頼粒およびH願粒と類似の願粒が認められる．

細胞膜外側に接して4；~底膜様構造が附着しており，

そのー部は微細なフィラメントとして認められる．

叉，巾 250～1,oooAのJ?;J期性をもったl穆原原線維が細

胞境界に接して平行に，あるいは放射線状に並んで，

細胞膜が明｜療でない場合もあるがL凶21〕，！穆原版線維

はけっして細胞質内には認められない．しかし極めて

一部の細胞においてはp 細胞膜を境として，その内外

に巾60～soAのフィラメントが認められた（図22).

D 線維芽細胞（［羽23)

糊佐細胞と類円形和II胞との中間層に位同し，線維細

胞に比較して細胞質は広く p Hlu'1itJ、胞休， Golgi装w;
の発達は良好である．場所的関係、並びに小器官の状態

は丁度類円形細胞と線維細胞との中間に位するもの

で，両者との聞に移行型があり，！河機に区別出来ない

細胞も多数認められる．すなわち，疎料l性，脂肪性滑

被膜では汗f被膜！？初：！？：く p 被罷刺HH,in円形細胞p 線

維芽細胞，線維細胞の4航の細胞に剤凶直球， IJEWI’細胞

あるいはll~ll)}j細胞が加って概焔な！日を形成している
が，これら 4極の細胞の聞には典明的なものの他に，

それぞれ移行！＼~.が認められる．線維l~I：滑液撲ではもu、覆
細胞より線維細胞に来るまでの憎が薄いために，これ

ら 4 種の細胞の自己ヂljj~ ~11純となり，典J胆的~＇.j円形細胞
はみられずP 被覆車mil包と線維細胞は比較的類似した形
態を示すf悶3). 

日肥lrl’細胞（凶21)

Jl~J防性，疎中J[·~l:t骨液牒の巳和lllfll管J,':Jlill に lf'll!1·：ーする怒！

円形あるいは尽芝状の調II胞で，細胞境界は凹凸に’市

み，不明｜阪であるが連続した細胞膜で閉まれている．

細胞膜周聞には法底膜様構造はみられず，少し離れて

！穆原線維点が種々の方向に交錯して定っているのが認

められる．

核は胞休の中央に位；i~宅しP 類円形で l ～ 3 倒の小陥

川を有する．核質は比i阪的均質で， i禰洩111で， l～2 

個の核小体を合む．

糸粒休は長径0.4～1.2/l（平均0.7/L），短径0.15～0.25／必

（平均Q.2/L）の楕円形，瓢箪形あるいは紐状で，細胞質

中心域に散布する．基質は比較的に電子密度が高く，

限界膜， Cristaemitochondrialesは明瞭で，空胞化，

膨化等は認められない．

Golgi装置は発達不良で，核陥凹側の細胞質中心域

に＇ 400～5ooAのGolgi頼粒だけが少数群在している

のが認められることがある．又，これと同質の小胞成

分が細胞質内に禰漫性に存在する．

粗画小胞体は明確に認められない．

この細胞の特徴である特殊頼粒は 0.6～0.8/lの円形

ないし楕円形の頼粒で，多少の差は認められるが，一

般に密度は高く，細胞質全体に充満している．頼粒の

内部構造は微細な粒子の集合体で，中心部に比較して

周辺部では粗大で密度も高し限界膜は明瞭でない．

細胞質内に微細な索状構造物が網目状に交錯して定

り，願粒表面にも附着しp 恰も頼粒から放射状に出て

いるがごとく見えるが，本態は不明である．頼粒は細

胞膜に接しでも認められるが，細胞体外への放出過程

は認められなかった．この頼粒とH頼粒の鑑別は，大

きさ，数，イUE部位，限界膜，内部構造の点で容易で

ある．

F 脂肪細胞

脂肪性滑液膜に存在しp 浅在性のものは表層l直下に

もみられる．非常に大きな円形細胞である．（図2). 

核は光学顕微鏡所見と同様に小型，長紡錘形で偏存ー

する．脂肪休は均質性でI自＇i'[i;子密度を有するために黒

塊として認められる．

G iill管内皮細胞（凶251

1l1L管肢を連続的にl収聞む・！留の細胞で，断u:

て名E々な耳手f/gをノJえす．

被は類円形ないし長精円形で，核質はnrで周辺部に
凝集する傾向があり， l～2個の核小体を有する．こ

の絞に特有なことは，通常数個，多いものはIO数個の
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小さくて鋭い切れ込みを持っていることである．

細胞質は侠く，核の両側に細長く延びて，隣接細胞

と密に援する．

糸粒体は少数で，短径0.15内長径0.4～It＇程度の拝
状休でP 基質の密度は一般に高く，一部では限界膜，

Cristae mitochondrialesの構造が不明瞭である．

Golgi装置，粗面小胞体は痕跡程度に認、められるの

みである．細胞質の比較的広い部分に，繊細な線維様

構造の集合体が認められることが多い．

細胞膜の全周にわたりその内面に沿って，大部分は

直径600～sooA一部は400～1,500Aの薄い限界膜で図

まれて，やや電子密度の高い基質をもった円形の小胞

が多数並んでいる．叉p この小胞に比べて限界膜が厚

くp 不規則で基質の密度の低い0.1～0.2μの小胞が少

数認められる（図25）.この両者には移行型があり，血

管陸に面した側に多く認められる．又P 周閉組織との

間に基底膜が認められる．

内皮細胞は核の切れ込みp 細胞内細線維，滑面小胞

休p 基底膜の存在と細胞内小器官の発達不良が特徴で

ある．疎粗性；骨液膜においては毛細血管は非常に表在

性のことがあるがp 内皮細胞が直接関節隆に裸出する

ことはなし必ず細胞閲線維かp 被覆細胞の細胞質突

起の一部で覆われている．

H 神経終末，リンパ管について

i骨液膜層において遊離神経終末，特殊終末等を認め
得なかった．又，リンパ管も滑液膜表層には認められ

なかった．

Watson氏水酸化鉛使用により，各種の膜構造，線

維，頼粒等のコントラストが樋しP 微細構造が鮮明と

なったが，特別に電子染色されたグリコーゲン穎粧等

は認められなかった．

電子顕微鏡襟本に連続した部より普通顕微鏡用標本

を作製する方法によってp 肥幹細胞の PAS陽性頼粒

と， 電子顕微鏡像の特殊頼粒との同定が出来た．

第3項結合織性線維

線維性，脂肪性あるいは疎粗性，何れの型の滑液膜

においても，細胞間質は均質性で’， r;; 子密度の低い~.~質

とP 種々の太さをもった結合織’幽泉維よりなる．線維

成分は被覆細胞の表面のー却を優って直接に関節腔に

傑出している．

線維性滑液膜では細胞聞の線維成分は比較的豊富

で，表l¥ti:';1：においても既に典型的なIJlJJiH線維来的宵液

膜表面と平行に規則正しい配列をとる．（図3). 

脂肪性と疎粗性滑液膜の線維成分は相互に類似した

構造を示す．表層では巾 !OOA程度の微細なフィラメ

ントボ網伏をなして交錯し（図5），次いで深層に行く

に従って巾約200A程度の細線維が現われ（図26）， 次

第にその太さを増し （図27），線維束をつくる傾向を

示し，遂に固有の周期と巾をもった謬原原線維よりな

る線維束を形成する．しかしこの線維束も線維性滑液

膜に比べると疎で細〈，叉P走行も不規則である． ス，

これらの線維成分の他仏不規則な形と大きさをも

ち，無構造な断面像を示す弾力線維が，血管壁はじめ

到るところに認められる（図5.1, 1n. 

以下，普通超薄切片，水酸化鉛重染色標本， 7ロー

ム蒸着切片標本より得られた綜合的所見を述べる．そ

の各標本について言えることはp 水酸化鉛重染色では

線維の電子密度が増し，普通標本では基質と殆んど区

別出来なかったフィラメント様構造が明瞭となりy

又， クローム蒸着法では線維の巾の測定が容易となっ

fこ．

A E参原線維
典型的謬原原線維は縦断像では， 640Aの固有周期

と400～J,OOOAの巾を有して平行に配列し，又横断像

では円形像を呈す（図29).

非蒸着標本では基質との限界不明瞭なためにp 蒸着

標本に比べて線維の径が幾分小である．これらの謬原

原線維は深層では規則正しく密集した大線維束を形成

し（図 3,28, 29），表層に行くに従って線維束は細く

疎となり，不規則に交錯する．細胞膜周辺および滑液

膜最表層では更に線となりp 原線維聞にフィラメント

が入り混じって存在する t図 5,22）.又，あるものは
弾力線維，類円形細胞の基底模様縛造，線維芽細胞，

線維細胞の細胞膜に接しても存在するがp けっして細

胞質内には認められない．フィラメントが多数存在す

る表層部p ならびに車Ill泡周辺部においてp これに援し

であるいはこれと入り滋って幼若修原原線維と考えら

れるp 巾約200～350Aの周期の明確でない細線維が認

められることが多い（図5). 

B 弾力線維

電子顕微鏡像において，様々の大きさと形をもった

無構造で，・，i;:子密度の比較的高い断市i像がp ワイゲル
ト氏染色で黒染する線維に一致して認、められる．大き

い断面は径3μにも泌する．又，絹枝」犬突起を有する

ものP 複雑なl吻合像を呈するもの等があるが，限界は

j極めて不明瞭でp ・－；＇』；では 周囲のフィラメント様構

造p 」血管基底膜，細胞周辺，1,1;1ぷ膜係憾造と接している

のが認められる（図5J.水酸化鉛m染色により著しく
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電子密度を増す． 又， 薄い切片では内部にフィラメン

ト構造が認められることがあるがp 穆原原線維の如き

一定の周期は認められない．

c フィラメント
細胞閲線維の比較的疎粗な部にはp 巾約100A程度

のフィラメントが網目状に交錯して，あるいは平行に

並んで走っているのが認められる（図5）.フィラメン

トは普通切片ではコントラスト不足のため明瞭に認め

られ難いがp クローム蒸着法によると巾100～200Aの

数珠玉様の構造が認められることがある（図26）.これ

らのフィラメントは謬原原線維に入り混り，あるいは

弾力線維の周辺に連続して，または細胞周辺の基底模

様構造の内部および周辺に認められる． 又y 線維細

胞p 線維芽細胞の一部には細胞外におけると同様に，

細胞質内にも60～80A（図22）のフ fラメントが多数に

認められることがある．これ等滑括質漢の各部分に認め

られるフィラメ ントは太さに多少の差があり解像力と

コントラスト不足の為に明確に同一物と断定出来ない

が，極めて類似したものである．

第4章総括並びに考妓

滑液膜細胞の本態に関して上皮細胞説p 軟骨細胞説

はもはや歴史的意義をもっているに過ぎない．内皮細

胞説に関してはp 古くは Tillmannsn＞関節腔の内面
は元来連続した単層の内層細胞で被覆されているが関

節運動により複層の部を生じたもので，一種の祭膜隆

であると主張した．叉P藤森は比較解剖学，胎生学，実

験病理学的研究により一種の開業細胞より形成された

特別な機能的分化状態にある細胞であるがp 胎生学的

形成方法からみれば一種の内皮細胞であると唱えた．

最近でも長尾等は鍍銀標本で接合線を明示し，叉p 大

網と同様の乳斑を見出して竣膜細胞と見倣しF 松浦等

は家兎滑被膜の電子顕微鏡的研究で形態学情』こは一層

の内皮細胞よりなると発表している． 次に最も広く支

持されているのは線維細胞がその特殊な機能的並びに

位置的状態に適応した形態的変化を起しているという

結合織線維細胞説である．

Rueter. Hagen-Tornは銀浸法を用いて賛成し，

Hammarは滑液膜細胞を zellenarmerTypus と

zellenreicher Typusとに分類した．前回は吸収及び

排池に関して研究し，拡張された結綿織裂隙に近いが

壁細胞の一部は腺細胞の機能を有すると述べ， i竜）IIは
発生学的p病理学的，比較解剖学的研究によりp 属平紡

銭形細胞と類円形又は星でき状細胞の 2型に分類して，

形態的には結合繊形成細胞に類似するが，機能的には

血管内皮細胞と酷似していると述べている．叉，渡辺

は同様の2型に分類して第1型が滑液膜被覆細胞でp

第 2型の上皮様細胞は組織球であると主張して，朴も

同様分類に従い2型の聞に移行型を認めている.Key 

は滑液膜切除後の新生被覆細胞は結合繊細胞のMeta-

plasiaにより生ずるとのべP ス，組織細胞学的精細な

検索を行ない，滑液膜細胞と滑液膜下組織との密接な

関係を見出し，これに基いてpareolar type, adipose 

type, fibrous typeの3型に分類した.Vaubelは組織

培養で synovioblast.と線維芽細胞の発育は inverse

ratioにあり，過栄養状態では線維芽細胞になり易い

ことを認めている．

次いで Efskindは被覆細胞は線維芽細胞に似てい

て，その聞に多形性の組織球が2～ 3ケおきに綴り込

んでいる事を認め，本態は上皮細胞でも謬原線維を作

る結合繊細胞でもない特殊に分化した間業細胞であっ

て，食喰細胞及び血管の発達は網内系に属することを

示唆すると述べp 山形，津田，広畑，神野等の最近の

研究者も大休同様の結果を得ている．

本研究では定子顕微鏡的に各種関節の各部位につい

て広範な検索を行った結果p 滑液膜の表層の被覆細胞

はその置方通れた機織的刺戟状態と下部組織の性状に従

って，円形より長紡錘形に至る高度の多形性を有し，そ

の配列にも著明な疎密がある．叉3粗面小胞体とGolgi

装置は痕跡程度で，糸＇Nfドの変性像が認められ，叉，

種々な空胞及び頼粒成分が多数認められる等細胞内小

器官は共通して変性像を呈し，下層の細胞とは明らか

に異った特徴を有する．そしてRueter.Marquort等

が結合繊細胞説の重要な根拠とした被覆細胞聞の結合

繊線維を明らかに認める事が出来た． ス，下部組織と

の境界としての基底膜は多くの学者の意見のま日く証明

出来なかった．

疎粗性並びに脂肪性滑液膜の表層下に散在する不規

則な外形を有する細胞は，平均 0.5×0.28μの比鮫的短

い糸粒体を有し， Golgi装置の発達は不良で，粗面小

胞休は痕跡程度にしか認められず，細胞質全体に亘っ

てGolgi頼粒とは別の400～uooAの小胞成分と，平均
0.5×0.35μの特殊頼粒を含み，又細胞辺縁に0.3～0.5μ

程度の~胞を有す．梶川はマウス皮膚組織球において

0.2～0.3μ の球状乃至卵円形の限界膜をもった穎粒を

H頼粒と呼ぴ，組織涼に特有なものとしP 小さいH頼

粒とGolgi頼粒と小胞成分の3者の間には区別の困難

なものがありp 後2者は同一物で，恐らくその何れか
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より H頼粒を生ずるのであろうと述べている． この

細胞の特殊頼粒の大さは0.5×0.35μで梶JllのH頼粒に
比べて幾分大きいようであるが，限界膜及び内部構造

は酷似し， 又，Golgi穎粒等の小胞成分との聞に移行

型を認めた．しかしこれと同様の頼粒は極めて小数で

あるが被覆細胞，線維芽細胞においても認め得る.H

頼数は一方では食喰頼粒に，他方では分~－頼粒にも類

似性を有し，その本態は不明である．内野はマウスの

組織原はじめ種々の食喰細胞の一般的特徴として細胞

質辺縁は偽足機突起，陥凹量産聖書の形成で凸凹であり，

滑面小胞体が細胞辺縁に沢山あって細胞膜と連絡性が

みられ，粗面小胞体は細胞質中心域に僅かに存在する

の3点をあげている．叉，田中はマウス皮下組織球を

large functional form, intermediate form, small 

lymphoid formの3型に分類して組織球は hyper-

cytotrophic proliferationを行うと述べている．以

上の組織球の影態学約特徴を総合すると，この小型で

円裂なものから大型で不規則なものに至る一連の細胞

は種々の成熟過程の組織球であると考えられる．

次に表層下に多数認められる偽足機の大突起をもっ

た類円形の細胞は分枝状，或は褒状の非常に良く発達

した組面小胞体とGolgi装置を有し，円滑な細胞膜の

内面に沿って 600～i.oooAの小胞と，外商には巾約
1.000Aのフィラメントの集合体の基底膜機構造を有す

るのが特徴である．渡辺は線維芽細胞の粗面小胞体は

よく発達し，小胞体相互間に吻合がある． 九 細胞の蛋

白合成が盛んな時期には扇平な形をとり，細胞が成熟

すると共に空胞状になることを認めている. Palade, 

Porterは蛋白質に富む産生物が含まれている時は小

胞体は褒状となると述べている. Kingは滑液膜細胞

のGolgi装置はよく発達しており，滑液の婿す時には

Golgi装置も増すことを認め，又，最近の電子顕微鏡

的研究ではGolgi装置が分泌頼粒になるという説が唱

えられている．

細胞膜に接した小胞成分と同様な構造は他の多くの

細胞についても記載されている．すなわち Paladeは

血管内皮細胞，食喰細胞でp 山聞は胆重量上皮で，Palay

は軸索で， Dempseyは卵黄嚢で，渡辺は白血球で，

Peaseは顎下腺細胞，脈絡膜叢， 毛様体等水分代謝の

必要な細胞において認めている．鈴木は鼠腎のproxi-

ma! tube cellのbasalintussusceptionの初期像は

このような細胞膜と連絡した小胞であり，これが成熟

して層状になって行く過程を明示している.Bennet 

はこれら各種の細胞に認められる membranevesi-

culationについてP 細胞外のイオン或は分子がこのよ

うな形で採り入れられ，叉，逆に放出されるものとし

てP所謂membraneflowの仮説をたてた．物質交換

の盛んな細胞に多く認められる点から，この機能に適

応した細胞膜の一分化でsubmicroscopicpinocytosis 

と考えられる．叉Kurrerは毛細気管支の固有層の線

維芽細胞の一部は200～GooAの自lamer山uslayerで
図まれていると報告している．この細胞に見られる基

底膜様構造もほぼ同じ幅を有し，最も厚い部では1,300

λ位である．以上の所見を総合するとこの類円形細胞
は組織球と異りp 蛋白質合成の盛んな細胞で，分泌頼

粒を含んでいないが，細胞膜において何らかの物質交

換を行なっている機態旺感な細胞でありp 線維芽細胞

と類似性をもった細胞種であると考えられる．

次に類円形細胞，線維芽細胞，線維細胞，被覆細胞

の関係について述べる．

線維層では修原線維束に閉まれた長紡錘形乃至紐状

で，細胞内小宮署管の乏しい典型的線維細胞が散在し，

その細胞膜に接して類円形細胞におけると同様な71

ラメント様構造並びに謬原線維が認められる．線維細

胞は表層に行くに従って次第に短かくなり紡錘形p類

円形となる．それに従って細胞質は広くなり，粗面小

胞体p Golgi装置，糸粒体も発達して豊富となり，上

述の類円形細胞と区別が困難となる．

一方，疎粗性滑液膜における被覆細胞の中で比較的

変性像の少い細胞は頒円形細胞に酷似しp移行型が認

められる．又線維性滑液膜では表層下の類円形細胞に

相当する細胞は比較的扇平，紡錘形で，組面小胞体並

びにGolgi装置が比較的発達している点を除けば，被

覆細胞及び線維細胞に類似し相互間に移行型地：認めら

れる． ス，関節隆内には少数ではあるが脱落被覆細胞

があることは多くの学者により報告されている．以上

を総括すると被覆細胞p 類円形細胞p線維芽細胞，線

維細胞は相互間に移行型が認められる一連の細胞で被

覆細胞は変性脱落過程に，類円形細胞と線維芽細胞は

機能状態に，線維細胞は静止状態にあるものと考えら

れる．そして疎粗性並びに脂肪性滑液膜においては典

型的類円形をとり，組織球を有し，毛細血管の発達と

相倹って恐らく食II食，分泌等旺盛な機能を営むことが

惣像出来る．従って滑液膜に間有な細胞は線維芽細胞

が特殊な機能と形態をもつようになったと考えられる

類円形細胞並びにこの細胞が最表層において変倒見落

過程に陥ったものと推察される被覆細胞である.:;.., 

滑液膜は被覆細胞間並ぴに滑液膜表面に線維成分地：語、
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められ，基底膜を欠ぐ点で上皮並ぴに内皮細胞とは異

なる結合繊性の膜であると結論出来る．

疎組性滑渉膜の血管周辺部に散存する昼t::状の細胞

は細胞質全体に多数の 0.6～0.8/lの電子密度の高い

PAS陽性の楕円形頼粒を含んでいる（図24).

Rogersの幼若マウス皮下組織の肥酔細胞特殊頼粒

に関する記載によれば，この頼粒の大さは0.3～Iμで，

高密度を有しp 限界膜を持たずp 細胞質周辺部に多く

散在し， PAS反応は陽性である．そして謬原線維の

産生合成の行われている部分で基質の成分産生に関与

しているらしいと述べている．頼粒の数は細胞の機能

状態によって異ると考えられるが， Rogersの報告に

比べて著しく多く，殆んど全細胞質を占めている．し

かしこの頼粒が細胞外に放出されている像は認められ

なかった．その他の細胞内小器管としては糸粒体が細

胞質中心域に少数散在するのみで， Golgi装置p 粗面

小胞休等は殆んど認められなかった．毛細血管網は疎

粗性，脂肪性滑液膜においては著しく発達して，表在

性であるが決して内皮細胞が関節陸に裸出することは

ない．内皮細胞には細胞膜の内面に類円形細胞におけ

ると同様なmembranevesiculationが認められる（図

25）.細胞内小器管の発達は不良でp 屡々繊細な線維

様構造の集合体が認められることがある．田中は単球

の細胞質中心域において同様の fibrillarformation 

を認めているが本態は不明である．

？骨液膜の異物排f世に関する実験は多くの学者によっ

て行われ，溶液とコロイド物質は血管並びにリンパ管

を通りp粒子の一部はリンパ管を通り一部は食喰作用

によって搬出されるとほぼ意見の一致を見ている．

Daviesはリンパ管は血管網のように表在性でなく，

叉P発達も良好でないと述べている．叉p 稲留は犬の

滑液膜において粗大で特異なリンパ管内皮細胞を毛細

血管の聞に認めているが，血管に比して非常に少ない

と報告している．本研究では多数の標本を精査したが

リンパ管内皮細胞を見出すことが出来なかった．

知覚神経終末が滑液膜に多いことは諸家の認めてい

るところであるが，最表層の被覆細胞層に知覚終末

があるか否かは議論のある所である． Hagen-Torn, 

Sigur由on,Daviesは存在を認め， Gardner，関口は

これを否定し， Kell邑：ren,Samuelは分布は少いがあ

ると云っている．しかし本研究では遊離終末及び特殊

終末を滑液膜層に発見出来なかった．

以上形態学的特徴について述べたが次に食喰，分

泌p線維形成作用について考察を加える．食喰機能に

関しては多くの学者の研究があり，滑液膜は旺盛な食

喰作用を有し，中でも表層下の円形の上皮様細胞が最

も強い食喰機能を現わしp 次いで被覆細胞で，深層の

線維芽細胞は極めて弱い貧喰作用を有するに過ぎない

と諸家の意見は大体一致している．

正常人体材料を用いた為これ等動物実験結果と比較

出来なかったがp 生理的状態においても少数の被覆細

胞と組織球に 1～2個の貧喰頼粒が含まれ，叉，類円

形細胞にも稀に含まれているのが認められた．滑液膜

は機能上からは網内織系に属することは多くの学者に

よって認められて来たところである．組織球と発達し

た毛細血管網をもった疎粗性，脂肪性の滑液膜がその

機能を有するものと考えられる．

ムチンの由来に関しては古くから諸説が唱えられて

来たがp その主なものは分泌説と壊死産生説である．

Vaubelが滑液膜の体外培養を行ってsynovioblastが

ムチンを産生することを証明し，皮下結合織の培養に

際しては痕跡であったと報告している．次いでKling

はヒアルロン酸を証明し，傍関節細胞の組織培養では

粘液多糖類産生は認められず，ムチンは滑液膜細胞の

分泌によって生ずると結論しp 最近のCastor，岡本の

研究もほぼ同様の結果を得ている．しかし一方Beren-

sonは鶏怪の組織培養でヒアルロン酸をはじめ3種の

酸性粘液多糖類の産生を証明しP その起源は線維芽細

胞でありp 線維芽細胞は他にも種々の機能を有するの

でF 線維芽細胞という名は適当でなく，もっと妥当な

軌範が必要であると述べていることは注目に値する．

分泌説を認めている学者の中でも粘液頼粒の存在を

証明している者は極めて少い Cherryは滑液膜細胞

はムチカルミン染色で胃粘液細胞と異なった染色性を

有するp すなわち細胞質のみでなく細胞間質も同様に

よく染まると述べている．その他各種染色法において

も｝帝液ムチンは他のムチンに比べて著しく異なった存

在性並ぴに染色性を示す．これは Daviesによれば前

者は sulfatefree mucinでF 後者はこれに反して

sulfate containing mucinであることによるという．

電子顕微鏡的にも Daltonはneckchief cellの分泌頼

粒は保存困難で0.3～0.811の空胞になると報舎しP一方

LeYer & Fordは滑液膜の被覆細胞に0.05～0.16μ の

薄い限界膜に包まれP 個々に異った電子密度を有する

頼粒を見出してムチンであると報告している．本研究

ではPAS陽性の頼粒は肥酔細胞以外には認められず，

被覆細胞並びに間質は他の部に比して PAS陽性密度

が強いー電子顕微鏡像では，被覆細胞は種々の頼粒成
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分を含むがp Lever、等の指摘するよ うな頼粒は見当ら

ず，叉p 蛋白合成，分泌に関係ありと考えられている

小胞体， Golgi装置等の発達不良状態を考え合わすと，

被覆細胞が分泌機能を営んでいると推論することは困

難である. Berensonが線維芽細胞に種々の機能を認

めている如し表層下の線維芽細胞殊に類円形細胞は

非常に良く発達した小胞体と Golgi装置をもっておる

のでP この細胞質内でムチン又はその成分が産生さ

れ， membranevesiculation により細胞外へ放出さ

れ， Bauer,Ropes等の云う如く細胞間質を通り，血

管からの血祭の拡散によって滑液が産生されると推論

出来る．しかし；被覆細胞が変性崩壊して出来るという

ことも否定出来ないー

線維形成の問題の焦点は線維と線維細胞の関係であ

る.Porter，梶川等は線維芽細胞内に線維成分を認め

ず，恐らく分子状のコラーゲン刀：線維芽細胞から分泌

され，細胞の表面で線維に合成されると考えている．

一方， Wassermann,Jacksonは細胞質内に線維成分

を認めて細胞内形成を主張している.Robbins, Ja-

cksonは成長期の線維芽細胞は0.5～2.7μ程度の原形質

新粒を多数に含んでおり，その染色性からコラーゲン

のprecursorであろうと報告している.m裂原線維の構

成単位として Wassermannは巾100～ZODAの端の細

くなった primaryfibrilをp 梶Illは60～！ODAの粒子

の連鎖よりなる巾！ODAで長さ640Aのprotofibrilfro, 
Grossはrj:JsoA以下で長さ 2,000～3.000λのtropocoll-

agenを，河瀬は1fJI50～260Aの beadedfibril をあげ

ている．

又，弾力線維に関しても Hallは巾 200A,Lansing 

は巾 250Aの何れも周期のない原線維をあげ，一方，

梶川は巾62sA，周期640A,Chaseは巾80～100A，周

期150A,Dettmerli巾600～BOOAの腹原線維と同じ周

期の原線維より成ると報告している．これら諸家の意

見の一致を見ないのは原線維の分解過程及び測定方法

等の相違によるものと考えられる．本研究では線維芽

細胞中に Robbins.Jacksqn等の云う原形質頼粒を認

めることが出来なかったが，これは細胞が静止状態に

ある為と考えられる．極めて一部の線維，線維芽細胞

の細胞膜の内外に巾 60～BOAのアィラメントを認め

（図22），又線維芽細胞並びに類円形細胞の細胞膜周聞

の基底膜傑傍造がこれと同様のフィラメントを含むこ

とを認めた（図12,13）.滑液膜表層では巾lOOA程度

のフィラメントが網状に交錯し（図5），深層に行くに

従ぃ，叉細胞膜より距るに従って次；：,gに太い（200～

350A）細線維が入り混って現われ，線維束を作る傾向

を示L，遂に巾 l,OOOA，周期640Aの成熟彦原線維束

となる （図28.29）.このことはフィラメントが細胞膜

司辺P 殊に一部は細胞質内で作られ，次第に成熟する

につれて太さを増して行くものと考えられF コラーゲ

ン溶液からの再合成の過程並びに肉芽組織における新

生謬原線維の成熟過程と著しい類似性を示す．放にこ

のフ fラメントが謬原原線維の最初の待造物であると

推察出来る．

弾力線維はオスミウム固定の切片標本では原線維の

排列は隠されて無構造に見えるが，辺縁部では巾約100

Aのフィラメントに分れているのが認められることが

あるが， 周期等の微細構造は不明である．

Watson氏水酸化鉛重染色法により穆原線維，フィ

ラメント等は良く染まり，コントラストを噂して鮮明

な像が得られるので優秀な染色法である．滑液膜の線

維細胞，線維芽細胞と恐らくは類円形細胞も正常状態

で軽度の線維形成に関与しているものと推論される．

、臨 第5章結 語

正常人体の諸関節，計42関節より採取した関節滑液

膜についてp 超薄切片j去による電子顕微3対句観察を行

った．

I. i脅液膜は電子顕微鏡的にも滑液膜下組織の種類

により疎粗性，脂肪性，線維性の3型に分類するのが

妥'(jである．

2. 彼覆納胞は大小多数の細胞質突起をもって隣接

細胞と援している部分もあるが， その配列は上皮細胞

及び内皮細胞の如く筏でなく，被覆細胞間並びに表面

に結合織線維が認められる．

3. 下部組織との聞には基底膜の如き明瞭な境界を

認めない．

.J. 被覆細胞のλM；出、p Golgi装置は痕跡程度で，
頼 9'l.,空砲成分を多数に含むがp 明らかにムチン頼粒

と思われるものは認められなかった．又p 変性して，

脱落過程にある細胞がみられた．

5. 脂肪性，疎粗性滑液膜の表層下には類円形で粗

面小胞休， Golgi装置の良く発達した細胞と，特殊願

粒を含んだ組織球。：認められる．

6. 線維層への移行部lこは，鯵原線維に凶まれた長

紡錘形の線維細胞とp 細胞内小器官の発達した線維芽

細胞と，特殊頼粒をもった肥幹細胞が認められる．

7. 被覆細胞，類円形細胞，線維芽細胞，線維細胞

の聞にはそれぞれ移行形が認められる．
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8. 細胞間質は結合総性線維と基質よりなりp 滑液

膜表層では巾約！OOAのフィラメントが網目状に交錯

し，深層になるに従って，次第に巾を増して，線維束

を形成する傾向が現われp 遂に固有の巾と周期をもっ

た謬原線維束となる．又P 全層にわたって種々な断面

をもった弾力線維が認められる．

9. 一部の線維細胞の細胞質内に巾60～soAのフィ
ラメントを認めた．叉，類円形細胞並びに線維芽細胞

周囲にフィラメ ントからなる基底模様構造を認めた．

JO.滑液膜は特殊な機能と形態をもった線維芽細胞

と，各種の結合繊性線維よりなる結合繊性の膜であ

る．

稿を終わるに臨み，御指導，御校閲を賜わった近藤

鋭矢教授に深甚の謝意を表する．

（本論文の要旨は，第87回近畿外科学会において発

表した）．

参考交献

I) Afzelius, B. A. : The ultrastructure of the 

nuclear membrane of the sea urchin oocyte 

studied with the electron micro;:;cope. Exp. 
Cell Res .. 8, 14 7, 1955. 

2) Bauer，羽T.,Ropes. M目羽T.and Waine, H.: 

The physiology of articular structures. 

Physiol. Rev., 20, 272, 1940. 

3) Bennet, H. S .. The concepts of membrane 

flow and membrane vesiculation as mech-

anisms for acti＇’e transport and ion pum-
ping. J. Biophysic. and Biochem. Cytol., 2. 

suppl. 99. 1956. 

4) Berenson, G. S., Lumpkin，羽rl¥I. and Shipp, 
V. G. : Study of the time course production 

of acid mucopolysaccharide by fibroblast 

in a synthetic medium. Anat. Rec .. 132. I, 
1958. 

5) Berenson. G. S., Lumpkin, W. M. and Shipp. 

V. G. : Mucopolysaccharides in tissue cult-

ure. Anat. Rec., 134, 4, 1958. 

6) Bernhard. W. and Rouiller, C. : Close to-

pographical relationship between mitocho-

ndria and ergastoplasm of liver cells in a 

de自nitephase of cellular activity. J. Bio-

physic. and Biochem. Cytol.. 2. suppl. 73. 
1956. 

7）朴銀｜源、：正常並びに病的関節壁の組織学的研

究．第 I編，正常関節滑液膜の組織学的研究，

目撃会誌， 16,68，昭16.

8) Braun. H. : Untersuchungen i.iber den Bau 

der Synovialmembranen und Gclenkknor-

pel, fsowie iiber ~die Resorption fli.issiger 

und fester Korper aus den Gelenkh面hlen.

Deutsch. Zeitschr. f. Chir., 39, 35, 1894. 

9〕 Castor,C. W. : Production of mucopoly-

saccharides by synovial cells in a simplified 

tissue culture n司edium.Proc. Soc. Exper. 

Biol. and Med., 94. 51, 1957. 

10) Chase, W. H. : Distribution and fine stru-

cture of elastic fibers in mouse lung. Exp_ 

Cell Res., 17. 121, 1959. 

11) Cherry, J. H. and Ghormley, R. K. A 

histopathological study of the synovial 

membrane with mucicarmine staining. J. 

Bone and Joint Surg., 20, 48, 1938. 

12) Dalton, A. J. : Electron micrography of 

epithelial cells of the gastro-intestinal tract 
and pancreas. Amer. J. Anat., 89, 109, 1951. 

13) Davies, D. V. : Synovial membrane and 

synoYial fluid of joints. Lancet, 251, 815. 

1946. 

14) Davies, D. V. : Structure and functions of 

the synovial membrane. Brit. !¥'led. J., 714. 

92, 1950. I 

15) Dettmer, N. : Elektronenmikroskopische 

Untersuchung der elastischen Fasern im 

Fli.igelband der Taube um! ihre Beziehung 

zum Ubrigen Bindegewebe. Z. Zellforsch., 

37. 89. 1952. 

16) Dempsey, E. W.～ Electron microscopy of 

、・isceralyolksac epithelium of the guinea 
pig. Amer. J. Anat. 93, 331. 1953. 

17) Efskind, L. . Experirnentelle Untersuchu・

ngen i.iber die Anatomie und Physiologie 

der Gelenkkapsel. 1. Die normale und pa-

thologische Histologie der Synovialmemb-

ran. Acta Orthop. Scand .. 12. 211, 1941. 

18) Efskind. L .. Experimentelle Untersuchu-
ngen iiber die Anatomie und Physiologie 

der Gelenkkapsel. 2. Die Aufsau宮ungsYer-

haltnisse im Kniegelenk beim Kaninchen. 

Acta Orthop. scand., 12, 267, 1941. 

19〕 Farquhar,i¥I. G. and Wellings S. R. . Ele-

ctron microscopic eYidence suggesting se-

cretory granule formation within the Golgi 

apparatus. J. Biophysic. and Biochem. 

Cytol.. 3. 319, 1957. 

20) 藤森坪吉；関節滑被膜の形態学的研究．京都医

誌， 17.1181.大9

21) Gardner. E. : The nerve supply of diaト

throdial joints. Stanf. :¥Icd. Bull., 6, 367, 

1948. 

22) Uersch, I. and Catchpole, H. R. ・ The org-

anization of ground substance and base_ 

mentmembrane and its si且：nificancein . 



1308 日本外科宝函第29巻第5号

tissue injury. disease and growth .. Amer. 

J. Anat .. 85, 457, 1949. 
23) Gross. J. : The behavior 0£ collagen units 

as a model in morphogenesis. J. Biophysic. 

and Biochem. Cytol., 2, suppl. 261, 1956. 

24) Hagen-Torn, 0. : Entwicklung und Bau der 
Synovialmembranen. Arch. f. Mikr. Anat., 

21, 591, 1882. 

25) Hall, D. A .. Reed, R. and Tunbridge, R. 

E. : Ele(!tron microscope studies of elastic 

tissue. Exp. Cell Res .. 8, 35, 1955. 
26) Hammar. J. A. : Uber den feineren Bau 

der Gelenke. Arch. f. Mikr. Anat .. 43, 869, 

1894. 

27) Hueter, C. : Zur Frage iiber die histologi-

schen Verhaltnisse der Synovialis. Deutsch. 

Zeitschr. f. Chir .. 6, 290, 1876. 

28) Hirohata. K. : Studies on the ultra thin 

section on the synovial tissue, with the 
phase contrast microscope. and the electron 

microscope. Kobe, J. Med. Sci .. 4, 241, 1958. 

29〕 稲留耕作：膝関節に於ける吸収の形態学的研
究．解剖誌， 30,55，昭30.

30) Jackson, S. F. : Cytoplasmic granules in 
自brogeniccells, Nature, 175, 39, 1955. 

31) Jackson. S.F.: The morphogenesis 0£ avian 

tendon. Proc. Roy. Soc. London Ser. B., 
144. 556, 1955. 

32) 神野泰：家兎膝関節嚢の組織学的研究．中部整
災誌， 2,280, 1959. 

33) Kajikawa, K. : Electron microscopic stud-

ies on the connecth・etissue. Acta. Path. 
Jap., 3, 66, 1953. 

34) Kajikawa, K. : Electron microscopic obse-

rvations on reconstituted fibrils from dis-
solved collagen. Acta Path. Jap.. 6, 37, 
1956. 

35) 梶川欽一郎：間葉性線維の電子顕微鏡的構造，
綜合医学， 14,685, 1957. 

36) 梶川欽一郎：炎症に於ける結合繊線維の崩壊と
新生．最新医学＇ 13, 230, 1958. 

37) Kajikawa, K., Tanii. T. and Hirono, R : 

Electron microscopic studies on skin fibr・o-

blasts of the mouse, with special reference 

to the fibrillogenesis in connective tissue. 
Acta Path. Jap. 9. 61, 1959. 

38) Kajikawa, K. and Hirono, R. ・ A chara-

cteristic glanular component of histiocytes 

of the mouse skin. J. Electronmicr.. 8, 50, 
1960. 

39) Kar・rer,H. E. : The fine structure of con-
nective tissue in the Tunica propria of 
bronchioles. J. ultrast. Res .. 2, 96, 1958. 

40) Kautz. J. and De Marsh, Q. B .: Fine str-

ucture of the nuclear membrane in cells 

from the chick embryo: On the nature of 

the so -called ”Poles”in the nuclear m← 
mbrane. Exp. Cell Res .. 8, 147, 1955. 

41) Kawase, 0. : Some electronmicroscopical 
studies on the connective tissue-An appr-

oach to the basis of the constitutional pa陶

thology. Ball. Res. Inst. Diath. Med .. I, 
suppl. 1959. 

42) Kellgren, F. A. and Samuel. E. ・ P. : The 

sensitivity and innervation of the articular 
capsule. J. Bone and Joint Surg., 32-B, 84, 
1950. 

43) Key, J. A. : The reformation of synovial 

membrane in the knees of rabbits after 
synovectomy. J. Bone and Joint Surg., 7. 
793, 1925. 

44) Key, J. A. : The mechanisms involved in 

the removal of colloidal and particulate 
carbon from knee joint cavities. J目 Bone
and Joint Surg .. 8, 666, 1926. 

45) Key, J. A. Cytology of synovial fluid of 

normal joints. Anat. Rec .. 40, 193, 1928. 

46) Key, J. A. : The synovial membrane of 

joint and bursae. Special Cytology, edited 
by E. V. Cowdry, 2, 1053. 1932. 

47) King. E. S. J. : The Golgi apparatus of 

synovial cells under normal and patholo・

gical conditions and with reference to the 

formation of synovial fluid, J. Path. Bact., 
41, 117, 1935. 

48) Kling, D. H. and Cameron, G. : Morpholo-

gical and physiological study of tissue 
cultures of human and mammalian syno-

vial membranes. Anat. Rec., 121. 472, 1955. 

49) Kroh, F. : Studien iiber den Bau der Sy-
novialmembran und die Resorption des 

Gelenkinhaltes unter dem Einflusse vari-
abler mechanischer Momente. Deutsch目

Zeitschr. f. Chir .. 94. 215, 1908. 
50) Lansing, A. I., Rosenthal. T. B .. Alex, M. 

and Dempsey, E. W. : The structure and 

chemical characterization of elastic fibers 

as revealed by elastase and by electron 

microscopy. Anat. Rec., 114. 555, 1952.・

51) Lever, J. D.and Ford, E. H. R. : Histologi-

cal. histochemical and electron microscopic 
observations on synovial membrane. Anat, 

Rec .. 4. 132, 1958. 

52) Low, F. N. : Mitochondial structure. J. 

Biophysic and Biochem. Cytol.. 2. suppl. 
337. 1956. 

53) Magnus, G. : Uber die Resorptionswl!ge 

aus ser討senund synovialen Hりh!en.Deutsch 



関節滑液膜の微細構造に関する研究 1309 

Zeitschr. f. Clir., 182, 325, 1923. 

54) Maibach, E. : Histochemische Untersuch-

ungen an der Synovialmembran als Beitrag 

zum Problem der Herku:¥lft der Synovia. 

Acta anat., 17, 175, 1953. 

55) Marquort. W. : Zur Histologie der Syno＼」

ialmembran. Zeitschr. f. Zellforsch. u. 

Mikroscop. Anat., 12, 34, 1931. 

56) 松浦寛，尾立竹次郎，家森武夫：正常および異

物性．結核性滑液膜炎に関する電子顕微鏡的研

究．第49回日本病理主誉会， 1960.
57) Maximow, A. and Bloom, W. : A Textbook 

of Histology. 6th ed., 1955. 
58) Mayeda, T. : Experimentelle histologische 

Stu die廿herdie Synovialmembran.東京大

学紀要 22.393. 1920. 
59) Meyer, K. : The biological significance of 

hyaluronic acid and hyaluronidase. Physiol. 

Rev., 27, 335, 1947. 

60) 御座清允：関節液及び関節内細胞の研究．日整

会誌＇ 31, 81，昭32.
61）長尾伸，松原藤雄，太田五六：柴膜細胞に関す

る研究．（第7報〕関節滑液膜細胞の本態に就い

てF 日本病会誌＇ 46, 377, 1957. 
62) 永山武章：人胎児並びに暗乳動物に於ける膝関

節褒の血管分布と間質組織p 特に好銀線維につ

いて．熊本医会誌， 29，補1.107，昭30.
63) Oder, D. L. : Uptake and transfer of 

particulate matter from the peritonea] 

cavity of the rat. J. Biophysic. and Biι－ 
chem. Cytol., 2, Suppl. 105, 1956. 

64) Ogston, A. G. and Stanier. J. E. : On the 

state of hyaluronic acid in synovial自uid.
Biochem. J., 46, 364, 1950. 

65) 岡本吉正：滑膜組織の体外培養に関する研究p

とくにヒアルロン酸産生について．中部整災誌
2, 1261. 1959. 

66) Palade, G. E. : The fine structure of mit-

ochondria. Anat. Rec., 114, 427, 1952. 
67) Palade, G. E. and Porter K. R. : Studies on 

the endoplasmic reticulum. 1. Its identifi-

cation in cells ”in situ”. J. Exp. med., 100, 
641, 1954. 

68) Palade, G. E. : Relation between the endo-

plasmic reticulum and the plasma memb-

rane in macrophages. Anat. Rec., 121, 445, 
1955. 

69) Palade, G. E. : Studies on the endoplasmic 

reticulum. ll. Simple dispositions in cells 
"in situ”J. Biophysic. and Biochem. Cytol., 
1, 567, 1955. 

70) Palade, G. E. : The endoplasmic reticulum. 
J. Biophysic. and Biochem. Cytol., 2, Suppl, 
85, 1955. 

71) Palade, G. E. and Siekevitz, P. : Liver 

microsomes an integrated morphological 

and biochemical study. J. Biophysic. and 

Biochem. Cytol., 2, 171, 1956. 

72) Palade, G. E. : Intracisternal granules in 

the exocrine cells of the pancreas, J. 

Biophysic. and Biochem. Cytol., 2, 417, 1956. 

73) Palay, S. L. : Synapses in the central 

nervous system. J. Biophysic. and Biochem. 

Cytol., 2, suppl. 193, 1956. 
74) Pease, D. C. : Electron microscopy of hu-

man skin. Amer. J. Anat., 89, 469, 1951. 
75) Pease, D. C. ・ Infolded basal plasma me-

mbranes found in epithelia noted for their 
water transport. J. Biophysic. and Biochem・ 

Cytol., 2, suppl. 203, 1956. 

76) Porter, K. R., Claude, A. and Fullam, E. 

F. : A study of tissue culture cells by 
electron mycroscopy. method and prelim-

inary observation. J. Exp. Med., 81. 233, 

1945. 
77) Porter, K. R. and Vanamee, P : Obsena-
tion on the formation of connecth・e fibers. 

Proc. Soc. Exp. Biol. and Med., 71. 513, 

1949. 
78) Rhodin, J. and Dlhamm, T. : Electron mi-

croscopy of co!laiとenand elastin in Lamina 

propria of the tracheal mucosa of rat. 

Exp. Ce!! Res., 9, 371, 1955. 
79〕 Robbins,W. C.. Watson, R. F., Pappas. G. 

D. and Porter. K. R. : Some e汀ectsof 
anticollagen serum on collagen formation 

in tissue culture. J. Biophysic. and Biochem, 

Cytol., 1. 381, 1955. 
80) Rogers, G. E. : Electron microscopy of 

mast cells in the skin of youn宮mice.Exp. 

Cell Res., 11, 393, 1956. 

81) Ropes. M. W .. Rossmeisl. E. C. and Bauer, 
W. ・ The origin and nature of normal 

human synovial fluid. J. C!in. Invest., 19, 

795, 1940. 
82) Rouiller, C. and Bernhard, W.：”Micro ho・
dies" and the problem of mitochondrial 

regeneration in liver cells. J. Biophysic. 

and Biochem. Cytol., 2, Suppl. 355, 1956. 

83) Rynearson, E. H. ・ The macrophage in 
absorption from the synovial cavity. J. 
Bone and Joint Surg., 13. 127, 1931. 

84) 坂口弘p 鈴木康之亮・馬杉腎炎の電子顕微鏡的
研究p 第45回日本病理学会総会， 1956,

85) 沢近宏：騰鞘とi骨液褒の細胞，日組録＇ 2, 29, 
1951. 

86) Schwarz. W. and Dettmer. N. : Elektron-
enmikroskopische Untersuchung des elas-



1310 日本外科宝函第29巻第5号

tischen Gewebes in der Media ’der mens-

chlichen Aorta. Arch. Path. Anat., 323, 243, 

1953. 

87) 関口隆：弐の膝関節衰の神経分布に関する実験

的研究.;,El整会誌， 33,935. 1959. 

88) Sigurdson, L. A. : The structure and fun-

dion of articular synovial membranes. J. 

Bone and Joint Suri; .. 12, 603, 1930. 

89) Sjostrand. F. S. and Rhodin, J. : The ultr-

astructure of the proximal convoluted 

tubules qf the mouse kidney as revealed 

by high resolution electron microscopy. 
Exp. Celi Res., 4, 426, 1953. 

90) Sjostrand, F. S. and Hanzon, V. : Ultra-

structure of Golgi apparatus of exocrine 

cells of mouse pancreas. Exp. Cell Res., 
7, 415, 1954. 

91) Sjostrand, F. S. and Hanzon, V. : Membr-

ane structures of cytoplasm and mitocho同

ndria in exocrine cells of mouse pancreas 

as revealed by high resolution electron 

microscopy. Exp. Cell Res .. 7, 393, 1954. 

92) Suzuki. Y. : An electron microscopy of the 

renal differenciation. I. Proximal tubule 
cells. J. Electronmic. 6, 52, 1958. 

93) 滝川仁太郎：関節滑液膜本態に関する組織学的

研究．第I：編，生体染色による滑液膜細胞の形
態学的研究．日本微生物誌＇ 20, 1921. 1926. 

94) 滝川｜仁太郎：関節滑液膜本態に関する組織学的

研究，第2編，滑液膜細胞の機能に就いて．日
本微生物誌，20,1951, 1926. 

95) 滝川仁太郎：関節滑液膜本態に関する組織学的

研究．第3編．脊椎動物関節の比較解剖学的研

究．日本微生物誌， 20,2155, 1926. 

96) 滝川仁太郎：関節滑被膜本態に関する組織学的

研究．第4編．滑被膜細胞の発生学的研究．日

本微生物誌， 20,2355, 1926. 

97) 滝川l仁太郎：関節滑被膜本態に関する組織学的
研究．第5編，滑液膜細胞の異物に対する態度

並びに該細胞の再生に関する実験的研究．日本

微生物誌＇ 20, 2377, 1926. 

98) Tanaka, H.: Comparative cytologic studies 

by means of an electron microscope on 

monocyte. subcutaneous histiocytes reticu-

!um cells in the lymph nodes and peritoneal 
macrophages. Ann. Rep. Inst. Virus, Res., 
I. 87, 1958. 

99) 滝内秋、冶関節滑液膜及ぴ滑液の研究．大阪医会
誌， 22.859，大12.

JOO) Tillmanns. H : Zur Histologie der Syno・

Yialmembranen. Arch. f. Klin. Chir., 19, 
693. 1876. 

101) Tsuda, T. : Cytological studies of joint 

tissue and synovial fluid, especially by the 

phase contrast microscopy I. Finding of 

the normal synovial fluid. Kobe. J. Med. 
Sci., 3, 107, 1957. 

102) Tsuda. T : Cytological studies of joint 

tissue and synovial fluid, esp巴ciallyby 

the phase contrast microscopy. 2. The 

structure and finding of the joint tissue 

in the normal rabbit by the vital staining 

examination. Kobe J. Med. Sci. 3, 93, 1957. 

103) Tsuda, T : Cytological studies of the joint 

tissue and synovial fluid, especially by 

thephase contrast microscopy. 3. Studies 

of the influence of the mild irritation and 

of the disappearance of carbon particles 

from the joint cavities. Kobe J. Med. Sci., 
3, 161, 1957. 

104) 内野文弥：食細胞の電子顕著ぎ鏡的研究．食作用

とEndoplasmicreticulumの関係．日血会誌，
20, 63, 1957. 

105) Vaubel. E. : The form and function of 

synovial cells in tissue cultures. J. Exp. 

Med., 58, 63, 1933. 

106) Vaubel, E. : Ueber das Synovialgewebe, 

Betrachtungen an Hand von Ergebnissen 

mit der Gewebskultur. Virchow’s Arch., 
289, 671, 1933. 

107) Wassermann, F. : Fibrillogenesis in the 

regenerating rat tendon with special refe-

rence to growth and composition of the 

collagenous fibril. Amer. J. Anat .. 94. 399, 

1954. 

108) Wassermann, F. and Kubota, L : Obser-

vations on fibrillogenesis in the connective 

tissue of the chick embryo with the aid 

of silver impregnation. J. Biophysic. and 

Biochem. Cytol.. 2, Suppl. 67, 1956. 

109) 渡辺雅男：上皮様組織球に関する研究．関節滑

液膜の組織学的研究．日新医＇ 22. 1019, 1932. 

110) 渡辺陽之輔： 血球の電子顕微鏡的観察．日血会

誌， 19,327, 1956. 

111) 渡辺陽之輔：細胞質内の小胞体．細胞化単シン

ポジウム， 5,35, 1957. 

112) Watanabe, Y. : Observation of white blood 

cells with electron microscope. J. Electr『

nmic. 5, 46, 1957. 

113) Watson. M. L. : The nuclear envelope. Its 

structure and relation to cytoplasmic me-

mbranes. J. Biophysic. and Biochem. Cytol. 

1. 257, 1955. 

114) Watson, M. L. : Staining of tissue sections 

for electron microscopy with heavy metals, 

Il. Application of Solutions containing lead 

and barium. J. Biophysic. and Biochem 
（・ytol.,4. 727, 1958. 



関節淘液膜の微細構造に関する研究 1311 

Butterworth, London. 1948. 115) Weis, P. and Ferris, W. : The basement 

lamella of amphibian skin. Its reconstitu-

tion after wounding. J. Biophysic. and 

Biochem. Cytol .. 2, suppl. 275, 1956. 

119) Wolcott. W. E. : Regeneration of the syn-

ovial membrane" following typical synove-

ctomy. J. Bone apd Joint Surg .. 9, 67, 1927. 
116) Weiss. J. M. : Intraccl!u!ar change due to 

neutral red as revealed in the pancreas 

and kidney of the mouse by the electron 

microscope. J. Exp. Med .. 101. 213, 1955. 

117) Weiss. J. M .. Mitchondr:ial changes indu-

ced by potassium and sodium in duodenal 

absorptive cell as studied with electron 

microscope. J. Exp. Med .. 102, 783, 1955. 

118) Willis, R. A. : Pathology of Tumours. 

120) 山田正実：関節重量組織再生と機能修復に関する

実験的研究．大阪医学雑誌＇10, 1485，昭33.
121) Yamada, E. : The fine structure of gallb-

ladder epithelium of the lhouse, J. Bioph-

ysic. and Biochem. Cytol., I. 445, 1955. 

122) 山形陽；関節液及び滑液膜の細胞学拘研究．体

~内並aに炎症性食細胞の本態に就いて．日病
会誌I 47, 739, 1958. 

写真説明

bm：基底膜

cf : ！謬原線維

cm：細胞膜

cp：細胞質突起

ef・5車力線維
f：フィラメント

fc ：脂肪細胞

ff ：車回線維形成

自b：線維細胞

日：線維層

g ：ゴルヂ氏装置

H-g: H頼粒

jc：関節隆

I ：リポイド頼粒

le ：；被覆細胞

m ：糸粒体

n ：核

nl ：核ノj、体

nm：核膜

pg：食喰額粒

rer：粗面小胞体

SC ：類円形細胞

v ：空胞

VC：血管陸

vm：空胞化糸粒体

yc：幼若謬原原線維

図 1.~粗性滑液膜・大小の複雑な細胞質突起をもった被覆細胞 (lc）の下層には類円形で偽足様突起を
もった細胞（sc）が見られる．（×5.400)

図 2.脂肪性滑液膜．関節墜に面して被覆細胞の細胞質突起の先端の断面が見られ（cp）類円形細胞の下

層に脂肪細胞がある（fc). （×7.000) 

図3・線維性滑液膜：紡錘形の相似た細胞が2層に並びP 線維層（臼）の中にはゐ飾佐細胞の細胞質の紐状の

断面がみられる. ( x 7,000) 

図4.疎粗性滑液膜：水酸化鉛重染色．（×16,800)

図 5.疎粗性十I'}液膜：変性脱落過程にある被覆細胞でp 弾力線維 IefJ，フィラメン ト（f），幼若謬原々線

維（ye）がお互に接して存在する．（×2ユ，』00)

図 6.彼覆細胞：空胞化した糸粒体を多数合む．（×30刈0)

図 7.被覆細胞：頼粒，空胞成分に富む.( x 11,400) 

図8,9, 10.食喰頼粒： 2重の限界膜を有し種々の粒子並びに層状構造を含む．（×40,000，×24,200,

×27.400) 

図11.類円形細胞： Golgi装置（g），糸粒休（m〕p 粗面小胞体（rer）が良く発達する．関節腔に向って偽足

様突起を出す．（×8,400)
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図12.類円形細胞．組面小胞体（rer）は平行に配列して縞模様を示す．細胞膜に接して基底膜様構造がみ

られる（矢印）叉p リポイド頼粒(I）を含む．（×22,200)

図13.類円形細胞：細胞膜に接してフィラメントよりなる基底膜様構造あり，（矢印A）叉P細胞質辺縁

に小胞あり，そのーがは細胞膜に連結して陥入像を示す（矢印B).水酸化鉛重染色（×30,000)

図14.15.類円形細胞・粗面小胞体は平行に配列してその一部は吻合し， 一部は嚢状を呈す．小胞座内

には電子密度の高い物質を含む．水酸化鉛重染色（×43,000, x 40,000) 

図16.組織球：小型円形．（×8.700)

図17.組織球：大型不規則．い7,500)

図18.組織球： Golgi装置，粗蘭小胞体の発達不良で，特殊頼粒（H-g）を含む，細胞膜は不規則で凹凸に

富む（cm）.水酸化鉛重染色（×17,500)

図19.線維細胞：惨原線維束に関まれP 細胞内小器管の発達不良，細胞膜轡入像がみられる L矢印）．水

酸化鉛重染色（×14,800)

図20.21.線維細胞：細胞外基質より屯子密度の低い大空胞（v）が細胞質辺縁にみられ，又細胞膜に接し

て謬原々線維（cf)とフィラメ ントがみられる．水酸化鉛重染色（×16,500.×13,200)

図22.線維細胞：細胞膜内外に60～80Aのフィラメント （f)があり，それより少し灘れて履原原線維と7

ィラメントが混在するのがみられる．水酸化鉛重染色（×40,000)

図23.線維芽細胞：線維細胞に較べると細胞内小器管の発達が良好．水酸化鉛重染色（×13,200)

図24.肥鮮細胞：特殊頼粒が細胞質内に充満している． （×12,000) 

図25.血管内皮細胞：細胞辺縁に小胞が多数みられる（矢印）．（×9.000)

図26,27.細胞間賞線維成分： 100～200Aの細線維がみられる．少し深層では細線維に混って謬原原線維

がみられる．脱包埋クローム蒸着法（×21,000, x 24,000) 

図28,29.！穆原線維束．脱包埋クローム蒸着法（×8,230, x 23,200) 
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